
資
源
配
分
方
針 

（アクションプランのねらい） 

○ アクションプランのねらいは、最も重要と考えられる施策の方向性を概算要求前に示す

ことによって、政府全体の科学技術予算の重点化を誘導することである。 

○ 平成23年度予算編成において初めて実施。先行的に、グリーン及びライフの二大イノ

ベーション、並びに競争的資金の使用ルール等の統一化を対象とした。 

○ 平成24年度予算編成においては、アクションプランを最も重要な政策誘導ツールの一つ

として位置づけ、アクションプラン対象施策への科学技術予算の最重点化を図る。 
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ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

第
4
期
科
学
技
術 

基
本
計
画
案 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

対
象
施
策
の
検
討 

東日本大震災を
踏まえた見直し 

「当面の科学技術政策の運営について」 

内容の反映 

平
成
24
年
度 

予
算
編
成
プ
ロ
セ
ス 

重
要
施
策
へ
の 

重
点
化 

（5月2日 科学技術政策担当大臣・有識者議員） 

【参考3】 平成24年度科学技術重要施策アクションプラン① 
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４つの重点対象を設定 

復興・再生並びに 
災害からの安全性向上 

グリーンイノベーション 

ライフイノベーション 

基礎研究の振興及び 
人材育成の強化 

東日本大震災を 
踏まえた新たな 
柱として設定 

我が国の現状を 
踏まえて内容を 
見直し 

新たに追加 

東日本大震災からの復興・再生を遂げ、地域住
民がより安全に暮らせる社会の実現を目指す。 

東北地域の復興・再生をモデルとして、より安全、
かつ豊かで質の高い国民生活を実現する国を
目指す。 

自然と共生し持続可能な環境・エネルギー先進
国の実現を目指す。 

心身ともに健康で活力ある社会の実現を目指す。 

高齢者・障がい者が自立できる社会の実現を目
指す。 

世界共通の課題を克服し、豊かな国民生活を実
現し、科学技術を文化として育み、多様な人材を
育成確保する社会の実現を目指す。 

【参考3】 平成24年度科学技術重要施策アクションプラン② 
 

（重点対象） 


